
　

来
年
１
月
か
ら
、
相
続
税
で

非
課
税
枠
の
基
礎
控
除
が
４
割

減
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
、
生

前
贈
与
を
活
用
し
た
相
続
対
策

に
つ
い
て
、
服
部
氏
か
ら
お
話

を
う
か
が
っ
た
。

（
基
礎
控
除
）

 

現
行
：
５
０
０
０
万
円
＋

１
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人

数改
正
後
：
３
０
０
０
万
円
＋

６
０
０
万
×
法
定
相
続
人
数

　

こ
の
増
税
で
、
課
税
対
象
者

は
４
％
が
６
～
７
％
に
増
え
、

わ
れ
わ
れ
団
塊
の
世
代
を
見
据

え
た
政
策
の
よ
う
で
あ
る
。

　

土
地
家
屋
、
金
融
資
産
、
現

金
の
合
計
が
７
０
０
０
万
円
の

場
合
、
兄
弟
２
人
で
相
続
す

る
と
、
年
内
は
非
課
税
で
あ

る
が
来
年
か
ら
は
基
礎
控
除
が

４
２
０
０
万
円
に
減
る
た
め

２
８
０
０
万
円
が
課
税
対
象
に

な
り
、
２
人
で
３
２
０
万
円
の

相
続
税
が
課
せ
ら
れ
る
。

　

納
税
資
金
の
準
備
や
節
税
に

生
命
保
険
を
活
用
す
る
方
法
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
興

味
深
か
っ
た
も
の
を
紹
介
し
た

い
。

・
ま
ず
、
相
続
の
納
税
は
10
カ

月
以
内
で
あ
る
た
め
、
時
間
的

猶
予
が
な
い
。
生
命
保
険
金
は

指
定
し
た
受
取
人
が
自
由
に
使

え
る
し
、
遺
産
分
割
協
議
が
整
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《
感　

想　

文
》
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー　

わ
な
く
て
も
処
分
可
能
。

・
相
続
を
放
棄
し
た
嫁
い
だ
娘

に
も
、
受
取
人
に
指
定
す
る
と

保
険
金
を
遺
し
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

・
非
課
税
限
度
額
：
５
０
０
万

円
×
法
定
相
続
人
で
減
税
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

・
生
命
保
険
の
受
取
人
が
す
べ

て
配
偶
者
だ
と
、
子
の
納
税
資

金
が
不
足
す
る
た
め
、
一
部
は

子
を
受
取
人
に
指
定
す
る
の
が

良
い
。

・
生
前
贈
与
を
し
、
相
続
財
産

を
減
ら
す
。
１
１
０
万
円
の
基

礎
控
除
が
あ
る
が
、
親
が
管
理

を
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、

通
帳
、
印
鑑
は
贈
与
を
受
け
た

人
が
管
理
を
し
、
可
能
で
あ
れ

ば
お
金
を
使
っ
た
実
績
を
作
る
。

毎
年
１
１
０
万
円
を
超
す
贈
与

を
し
、
贈
与
を
受
け
た
人
が
申

告
を
し
て
お
く
。

・
贈
与
資
金
を
生
命
保
険
で
活

用
す
る
。
贈
与
さ
れ
た
資
金
で

子
が
契
約
者
、
被
保
険
者
、
年

金
受
取
人
に
な
り
、
金
銭
の
浪

費
を
防
ぎ
成
人
後
の
資
金
に
す

る
。

・
子
や
孫
の
学
費
や
生
活
費
は

贈
与
と
考
え
な
い
。

・
相
続
人
が
少
な
い
場
合
は
、

養
子
縁
組
も
考
慮
す
る

　

演
者
か
ら
は
「
子
ど
も
の
こ

ろ
養
子
縁
組
の
話
が
あ
っ
た
が
、

自
分
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
な
思

い
で
断
っ
た
が
、
今
か
ら
思
う

と
損
を
し
た
」
と
ユ
ー
モ
ア
の

あ
る
お
話
も
あ
り
、
意
外
と
知

ら
な
い
内
容
が
多
く
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
に
生

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　【
三
田
市
　
武
本
　
淑
子
】

講
師
の
服
部
氏
に
よ
る
講
演
の

骨
子
と
コ
メ
ン
ト

①
相
続
税
計
算
の
特
徴
～
累
進

課
税
・
法
定
相
続
人
数
・
養
子

の
効
果
・
配
偶
者
の
税
額
軽
減

②
２
０
１
３
年
度
の
税
制
改
正

に
つ
い
て
～
基
礎
控
除
の
４
割

カ
ッ
ト
・
最
高
税
率
の
増
税

③
相
続
税
の
納
税
額
～
現

行
税
額
と
改
正
後
の
税
額

（
２
０
１
５
年
１
月
以
降
の
）

の
比
較

④
納
税
資
金
の
準
備
～
原
則
10

カ
月
以
内
に
現
金
納
税
・
物
納

の
準
備
・
生
命
保
険
の
活
用

⑤
生
前
贈
与
の
効
果
～
基
礎
控

除
を
上
回
る
生
前
贈
与
の
効
果

・
贈
与
を
早
め
に
始
め
る
効
果

⑥
贈
与
資
金
を
生
命
保
険
で
活

用
～
贈
与
資
金
の
費
消
を
防
ぎ

資
金
の
有
効
活
用
す
る
可
能

⑦
保
険
料
贈
与
プ
ラ
ン
実
施
上

の
ご
留
意
点

⑧
そ
の
他
の
贈
与
対
策
～
配
偶

者
へ
の
住
宅
資
金
贈
与
・
孫
へ

の
教
育
資
金
一
括
贈
与

　

武
本
先
生
の
感
想
文
は
ポ
イ

ン
ト
を
正
確
に
わ
か
り
や
す
く

記
述
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

相続に関する質問が相次ぎ、服部氏が一つひとつていねいに解説した

北摂・丹波支部

　
北
摂
・
丹
波
支
部
と
共
済
部

は
、
９
月
27
日
、
三
田
市
・
キ
ッ

ピ
ー
モ
ー
ル
で
三
井
生
命
保
険

株
式
会
社
の
１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能

士
で
あ
る
服
部
泰
彦
氏
を
講
師

に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
生
前
贈
与
を
活
用
し
た
相
続
税

対
策
」
を
開
催
し
、
17
人
が
参

加
し
た
。
武
本
淑
子
先
生
の
感

想
文
、
講
師
の
服
部
氏
の
コ
メ

ン
ト
を
掲
載
す
る
。

納
税
資
金
準
備
や
節
税
に

生
命
保
険
の
活
用
法
学
ぶ

「ストップ患者負担増署名」
各医療機関のご協力を！

目標　5 万筆
　

協
会
で
は
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
患
者
負
担
増
計
画

を
食
い
止
め
る
た
め
署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

追
加
注
文
は
、
☎
０
７
８
―
３
９
３
―
１
８
０
７
ま
で
。
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保
団
連
公
害
視
察
会
に

森
下
支
部
長
が
参
加

記念講演『医療・介護は、これからどうなる？』
 　　　　           ～医療・介護総合推進法の成立を受けて～
講師：西山　裕康先生 （兵庫県保険医協会・副理事長、

　　　　　　　　　　 　             　　　　西山クリニック [ 明石市 ]・院長）

日時・会場：  11 月 30 日（日）午後２時～５時 （記念講演：３時開始予定）

　　　　　　＝ 丹南健康福祉センター・第１会議室 ＝
　　　　　　　　　《総会内容：活動報告、活動方針、決算報告、予算提案》

FAX078-393-1802     北摂・丹波支部行　

　       記念講演 ( 午後３時～ )　　□参加 (　　人 )　　□都合がつけば参加

三田市・丹波市・篠山市                       会場の地図（要・不要）

医療機関名 (　　　　　　　　　　　)　お名前 (　　　　　　　　　　　　　　)

篠山市の医療をよくする会＜第８回＞総会
北摂・丹波支部も加入する､ 篠山市の医療をよくする会の総会がございます。

　　　　　支部の先生方もぜひご参加ください。

　

保
団
連
は
10
月
18
日
・
19
日
に
愛
媛
県
・
四

国
電
力
伊
方
原
発
へ
の
公
害
視
察
会
を
開
催
し
、

現
地
の
現
状
を
学
ん
だ
。
16
協
会
か
ら
47
人
が

参
加
。
北
摂
・
丹
波
支
部
か
ら
は
、
森
下
順
彦

支
部
長
が
参
加
し
た
。

伊
方
原
発
（
右
手
奥
）
を
の
ぞ
む

兵
庫
協
会
か
ら
の
参
加
者
（
最
前
列
が
森
下
支
部
長
）


